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2１ 

ＩＴ産業の地方立地
－福岡，大分の企業事例を中心に－

法政大学キャリアデザイン学部教授八［幡成美

１期待されるIT産業の地方立地

長期にわたる不況で雇用失業状況は厳しさが続いており，平成16年１１月に

完全失業率は4.4％と一時よりは低くなり，やや１１１１るさが見えたとはいえ，楽

観できる状況にはない。つまり，先行き不安から企業は正社員の採用を抑制し

て，契約社員，パート，請負，派過など非Ⅱ三社員への代替を急速に進めたが，

80年代後半に米国でみられたようなジョブレス・リカバリーといわれる状況に

酷似しており，このような流れは未だに変化していない。

したがって，雇用Ｍｉではかなり厳しい状況がいまだに続いており，そのよう

な状況のもとで，正社員１人分の仕l1iを非正社員数名で分かち合うワークシェ

アリングを進めるだけでは凧用失業状況の改善の見通しは厳しい。一方で，積

極的に新しいjlﾐ社員型の仕Ｚ１ｉを創り11Ｉしていかなくては本来の雇1Ⅱ創出にはな

らないとの認識も徐々に広がってきており，今後も成長が期待できる産業分野

をテコ入れすることが重要な政策課題となっている。

当面，政府が期待している成長分野は15分野('１であるが，医擁・福祉関連

分野とともに，情報迎信関述分野への期待が大きい。

ちなみに，これら15分野の雇用則lI1の状況について調査をした厚生労働省

｢平成15年産業労働事情調査（事業活動と扉111創出に関するi凋査)」（04年７月）

によると，表１のように，過去１年1111に常111労働者が増えた職種がある事業所

は全体のl/３（32.4％）にとどまり，あまり勢いはないが，そのうち15分野で

常用労働者が堀えたとする事業所が408％となっている。なかでも，医療・福

祉関連分野が13.4％と鮫も多く，これに次ぐのが情報通信関連分野（電子WIi取
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2２ 

;|，公共サービス'情報化ｌｉｌｉ報処理システム|;M苑など）の5.8％である。

職種別ではIﾘｌｌ１的・技術｢'9職業の比１１１が高く，医療・柵祉関連分野で目立っ

ているが，情報通信関連分野でもこれに次ぐ水準で指摘率が高くなっている。

詳しくは後述するが，‘情報通信UU連分野はIＴバブルということで，一度急激

な落ち込みを総験したのだが，その後は急速に回復して，常I1IhIi1H者数も伸び

ている業界であるＣＩＴの利)'1分が拡大しているので，その勢いは続いており，

今後もｲj望な成長分野として期待されている。

しかし，情報通信分野での扉１１１創出は大都11j圏，特に本社や政府機ljUが集積

する首都圏に集中する傾liijが強い。地〃那１１丁で雁Ｈ１の伸びている情報通信分野

は携帯1'u話関迎やコールセンターがL|立っているのだが，より付加価値の高い

ソフトウェア・プロダクト|)'１発'１０連やコンテンツ制作関連の企業集積は地方都

市では殆ど進んでいない。

８０年代半ば頃にﾙiiill]創Ｈ１の面からもソフトウェア賑業の地方展開が注目され

たが，どちらかといえば，労働集約的な地図情報などのデータ入力とか，基本

ソフト開発で手離れの良い部分]:程を切り離して，唾直分業の形で地方に移管

するといったケースが多かった。

また，アプリケーション系のソフトでも，首都圏での労働力不足の解消をIＩ

的に，糊･業部隊を齢終需要地である首都圏に配置した上で，地方拠点にはソフ

ト|)８発部隊を大量に抱え，首都圏と連排しながらソフト開発を進める形が主ﾉ」

であった。

－．部，地方のソフト需要を取り込むために地方に展開した首都圏の大手ソフ

ト会社も見られたが，バブル経済の崩壊を契機に撤退や事業規模の縮小が続い

た。特に金融業，建設業などでの落ち込みの影騨が大きかったと言えよう。

したがって，相変わらずソフトウェア需要が首都圏に集中するが故に，地方

展開は人材確li8の色彩が濃く，手離れの良いパッケージソフトやゲームソフト

は地方Ifijきとも言われたのだが，一部のビジネスパッケージソフト，ゲームソ

フトを手がける地方のソフトハウスを除けば，小規模にとどまっている企業が

多く，米国のように有力なソフト企業が地方から続々と成長してくる状況には

なっていない。

しかし，この15年ぐらいの間での大きな変化はビジネス分野でのパソコン利
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1Ｔ雌蕊の地力立地２３

用の拡大があげられる。サーバーの価段も安くなったし，ＡＤＳＬや)ICファイ

バーなどプロードバンドの普及でインターネット環境は大Illliiに改善されてい

る。これにより地力でのビジネスチャンスも拡大しており．立地の制約は以前

に比べるとはるかに99まっていると思われる。

また．妓近のソフトウェア企業のビジネスは，怖報ネットワークを基軸に，

SＩ（システムインテグレーション)，ソフトウェア|刑発，コンサルティングお

よびＡＳＰ（ApplicationServiceProvider：ビジネス向けのアプリケーショ

ン・ソフトをインターネット経由でMH客にレンタルする事業打）事業などへと

表１過去１年間に常用労働者が増えた職種の労働者が従事する事業分野
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展開している。特に，Webサーバーの管理運営やセキュリティ管理の煩雑さ

からシステム管理迎営業務を外部化する動きが地方でも強まっており，そのよ

うな業務の受託分野は地方でも成長している。しかしながら，高付加価値分野

であるソフトウェア・プロダクトの分野では相変わらず首都圏のソフトハウス

主導の体制が続いている状況にある。

アプリケーション・ソフト開発の分野では，大口ユーザーである金融業界を

例にあげれば，銀行の再編・統合の影響もあり，ＡＴＭなどのオンラインシス

テムがより大規模化してきた。システム・コンサルティングやシステム分析に

も長け，技術力もあり，かつ資金力もあるソフトゼネコンといわれる少数の大

手ソフトウェア企業が受注窓ITJとなり，配下に50社ぐらいの中堅ソフト会社を

束ねて，かつ，その下には多くの小規模ソフト会社が加わる形で，大規模なプ

ロジェクトが進められ，短納期にも応えられるような柔軟な分業構造が構築さ

れている。

このような分業榊造の性格から在来型の情報処理分野での仕事は首都圏への

集中傾向を強めており，ソフトウェア産業の地方立地を難しくしているともい

える。

しかしながら，医療，福祉，流通，教育，行政サービスなど国際競争から取

り残されてきた非貿易財産業ではＩＴを充分活用しながら生産性を向上させる

ことが大きな課題となっており，これらの分野は地方でも大きなＩＴ需要を創

出するTjJ能性が高い分野でもある。ところが，現実には髄子カルテのようなも

のですら，技術的には十分実現がiII能な状況となっているにもかかわらず，

遅々として普及に１１i(みがかからない。地域医療情報のネットワーク処理につい

ては，一部の先進地域でインターネットを利)Ⅱして病院，診療所をネットワー

ク化する動きが見られるが，現状では政策的な支援も満足に得られない中での

実験段階にとどまっている。

本来であるなら商齢化が進む中で国民の負担増が危倶されている現状を考え

ると医薬．保険・福祉分野を地域lli位にネットワーク化して，信頼性や安全性

が高め，かつ効率化することで，よりムダのない体Ilj11に早急に移行していく必

要があるだろう。これは医療編祉分野に限らず，教育，行政サービス分野など

でもＩＴ化の促進により地方でのソフトウェア滞要増に期待できるものは太き
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ＩＴＩ唯業の地力立地２５

い。

これら潜在化している需要を顕在化させ，地方のＩＴ企業にそれらの事業分

野で活躍できるような支援策をとることができれば，地方のＩＴ産業の高度化

や事業機会を拡大・力Ⅱ速させることができ，扉用創111にもつながってくるｃ

地方のユーザーに合わせたオーダーメイド型のソフト開発から出発して修正

を加えながらより汎用性の商いソフトウェア・プロダクトへと完成度を高めて

いくという開発戦略は地方立地企業に適合的である。それを実現できる企業は

各種の業務経験を先行的に獄み重ねた企業だが，その意味からユーザーに密端

できる地方立地のソフトハウスにとっても好梛合な条件がそろっているといえ

る。しかしながら，未だにそのような状況にならないのはなぜなのだろうか。

８０年代に地域産業政策の柱として，ソフトパークを造成・整備したり，ＩＴ

関連のベンチャー企業支援などIＴ産業の振興に取り組んだr1治体が多かった

のだが，その後のＩＴ関連企業の集穂・成長はどのようにすすんできたのであ

ろうか。

そこで，本稿では縦者が妓近調森する機会を持った大分県と福岡県，それに

札iliIlの事例を加えて，ＩＴ産業の地方での展|)Mと雇用創出について考えてみた

い。(z）

２１T産業に占める九州（福岡，大分）の位置

（１）マクロ統計からみた福岡・大分の情報サービス業

平成13年の「事業所・企業統計調森」（総務省)１３'によれば，情報サービ

ス・調査業の事業所は全国で31,777ﾘﾙ業所，従業者数が869,234人である。東京

都が全国のﾘﾄﾞ業所数の34.7％（従業肴数では45.5％）とl/3をIliめ，九州全体で

は全'五lの8.2％（同55％)，柵岡県は4.1％（同32％)，大分県は0.5％（同0.3％）

と首都圏（杓'1余川，埼玉，Ｔ･葉を含めた首都圏の事業所数は全国の44.5％を占

め，従業者数では594％を占める）への集ＬＩ１が顕著であるご

「情報サービス・調査業」の中で，この５年間（平成8年から平成13年）で

従業者の商い伸び率をしめす業種はソフトウェア産業で46.8％と大IllKiである。

1可期間内で東京都のソフトウェア業は68.8％と大[陥な伸びが見られるが。九州

は36.4％にとどまり，福岡UiL（38.2％）や大分県（36.5％）でも伸びてはいる
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が，東京都との格差は大きく，ソフトウエア産業の首都圏（53.8％の伸び）へ

の集中の流れはむしろ加速したといえよう。

情報サービス業を継続的に調査している「特定サービス業実態調査（平成１５

年)」（経済産業省）によれば，｜、答事業所70380事業所の年間売上高は約14兆

円で，うち東京都が57.5％を占め，福岡県（2.2％）や大分県（0.2％）の全国

シェアは低い。参考までに北海度をみると1.5％とこれもかなり低い状況にあ

る（表２参照)。

売上高の榊成比では，受注ソフトウェア開発が46.8％，情報処理サービスが

17.4％，ソフトウェア・プロダクツが10.2％（うち業務用パッケージが5.1％，

ゲームソフトが3.7％，コンピュータ等基本ソフトが1.3％)，システム等管理運

営が12.2％，データベース・サービスが2.2％（うちインターネットによるもの

が1.0％）などとなっており，アプリケーション・ソフト開発の比重が股も高

い。なお，近年伸びているのはシステム等管理運営とかインターネットによる

データベース・サービスである曼

最も比重の高いアプリケーション・ソフト開発の需要は発注元の企業等事業

所周辺で発生するので，企業等馴業所の集積が少ない地域では需要そのものが

表２情報サービス業の就業者数など

出所：「平成15年特定サービス産業実恕鯛査（個報サービス業)」

都
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熊本 5］ 2.797 331船 5５ ９ ひ】ぶり 5.(） 0.3 0.3 ]３．８ ｡、 75.`127 375 

大分 3５ L746 25.9(） 8.9 (i`1９ :1３ 10.41 0.5 1.5 】０６ 5０ 74｣97 ､487 

宮崎 3７ 1.630 17.865 29, 2７．９ ９ 7.`Ｉ 0.3 0.0 15.(ｉ 11 48281 ､０９６ 

4８ Ｌ391 19.460 21.0 55.6 ６ 2５ ＯＬＩ ()２ 3.7 2９ `1０５４２ ,399 

繩沖 5５ 2」22 2(io582 22.6 `188 ７０ 0.8 ＩＸｉ １７.(） ３９ dl8331 ,253 

北海iii 2k1５ 12.271 2(X).772 ４ ５ ２ １ ５ ５ ３ ９〕Ｉ 1.3 1２ 115 5０ 妬.621 ､709 
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1Ｔ雌梁の地力立地２７

少なくならざるを得ない。しかし，ソフトウェア・プロダクツは，適切なマー

ケティング能力と企lmi・立案力，開発技術力があれば，大都Tljに立地する必然

性は弱いといえよう。ところが，日本のソフトウェア企業のllM発力，技術力が

脆弱であることも加わり，全国的に光上高にIITめるソフトウェア・プロダクツ

の比亜はいまだに低水準にとどまっている。ゲームソフトが比亜を高めている

とはいえ，全体の3.7％にとどまっているのである。

注|]されるのは北海道で業務用パッケージが5.4％，ゲームソフトが5.7％と

かなりの比亟を占めているのである。ちなみに東京では業務用パッケージが

5.0％，ゲームソフトが3.1％であって，九州各県のゲームソフトの比率はほぼ

ゼロに近かった。このようにソフトウェア・プロダクツへの取り組みの程度は

地域性が強いと言えよう。

（２）産業連関表からみた最終需要の特徴

大分県（2000年表）と福'1M県（1995年表）の産業連llQ表からiIli県の岐終需要

榊造がどのようであるかを雅理してみよう。

表３のように，現行の産業連関表の部門分類では情報サービス業は広告・調

査・情報サービス部'’'1に含まれ，広告が加わり，情報サービスに限定されてい

ないことを考慮して比較する必要がある。（｢特定サービス産業調査」（経済産

業省）によれば，2000年の売上は広告業が７兆８千億lnj，情報サービス業が１０

兆７千億円で，合計が18兆５千億'１]となる。その比率をとれば広告業４割，情

報サービス業６割といった水準で，この比率は都道府UiL別に比較しても変わら

ない。広告業も東京の売上が全国の63％を占め，福岡は３％，大分は0.3％に

とどまり，情報サービス業と同じく，東京一徹集中である｡）

大分県では県内最終需要計の構成比が99.4％と高く，移輸１１１は0.6％にとどま

る。これに対して福|M1県は81.7％と県内最終需要計はほぼ８割であり，移輸出

が18.3％と移輸出のｉＩｉＩ合が高い。つまり，福岡県内に邪業拠点を構えている企

業は，移輸１１１の仕事が全体の２割を占めているのである。

一万，県内需要を賄う上で，県外から輸入（移入・輸入）している割合を輸

入係数で表してみると，大分県は0.6936とほぼ７割の県内需要が移輸入で賄わ

れており，県内企業が賄う割合は３;!{Ｉとかなり低い。福岡の場合でも0.1979と
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ほぼ２割の県内需要を移輸入でIlIjっている。広告が含まれるとはいえ，大分県

の輸入係数の大きさは県内需要が大湿に県外に流１１)していることを示してお

り，福岡県でも２；!}Ｉほどの県内禰要が輸入や県外からの移入によって賄われて

いる。

このような構造は建設業の大手ゼネコンを中心とする分業構造に似ている。

地方に技術力があり，仕馴；を受けられるだけの企業が育っていなければ，地元

の需要に応えられる企業がないため，結局，中央のソフトゼネコン的な企業が

受注して，部分的な下請的なｲI:ﾘﾄを地元にまわす構造にならざるを得ない。

2000年当時はダウンサイジングやネットワーク化の影響が既に強く現れ，か

つ，ADSLなどブロードバンドの普及も加速していた時期でもあり，変化の激

しい時期であったと思われる。しかしながら，大分県では県内需要の７割が流

出しているし，福岡でも２割が流出する構造となっている。

表３産業連関表「広告・鯛査・情報サービス部門」の最終需要項目別栂成比
（単位100万円）

【1［

１Ｍ】

[〕70L価:３１０００

.：大分INL福岡県は移輸山．．：大分NＬ福岡県は移輸入。なお、県内総固定資本形成は全国では国内総固定資本形成の恵昧。
県内最終瀦要計、INI内生産加なども国内である。

注：大分県は平成12年（2000年）の104部門表から、福岡県は平成12年（1995年）103蕊門表から、全国は平成12年（2000年）
10488門表からそれぞれ抜粋し再整理した．

広iIi・綱､6.↑ｶﾞ慨サービス部W'１

大分M１ HlI1mMA 全ロ

撒成比

大分Ⅱ！ 福岡MＬ 全ｌｌｉＩ
備考

内生部１１１計 127.034 583340 16517225 

3１ 

15.ｲ174 

0 

20.273 

l8L639 

0 

815 

1,341.833 

(） 

671.332 

6Ｄｌｑ４３６ 

0 

2３ 

129 

晩.２ ０》へＵ、）（』ｎ〉〈Ｕ■◆◆●■■ ０５０６００ 
１ 

６ 

IiiLIAl峨終禰饗,1１ 62051(）２鮒17.117 6.021.410 994 ８１．７ ９５．５ 

県内１１i}挫合ii卜 189.57'１830,757 24541641 

穂輸{ＩＭＩ． 1119 55.:138 38q613 0.6 18.3’‘1５ 

雌終獅奨jil 129 302.855 8041〕5.0型Ｉ 100.0 lOOLO ＩＯＯＣ 

蒲興合冊Ｉ． 189.963 886.19`Ｉ 21.922.254 

(控溌）移輸人什．． -13L・'8２ -16伽107 -1151601 0.6936 ql979 00317 

岐終11ii饗部iⅡ１１１１ -68.553 I3a448 7,553,`128 

県内（lHIIAl）’1:廉額 5ＭＢ】 72Ｌ788 2,1.070侭３ 0.0067 0.07(jｌｌ qO156 
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ＵＴ耀業の地力立地２９

（３）ソフト系ＩＴ産業の集積状況

国土交通省の「ソフト系IＴ産業の実態調査」では，インターネット関連サー

ビス，ソフトウェア業，情報処理サービス業の３業樋をソフト系IＴ産業と位

置づけて調査をしている。ソフト系ＩＴ３業種の全国での事業耐了数は，35,780事

業所（2004年３月現在）であり，九州全体では3.017事業所（全国の8.4％）と

なっている。福岡は４１％で，九州全体の約半数を占めるが，大分は0.5％にと

どまっており，九州のソフト系IＴ産業の半数は福岡に集積している。

図１のように2001年ぐらいまでは事業所数は急増していたが，ＩＴバブルル）

壊の影響もあり，事業所数の伸びはやや停滞気味である。

ちなみにソフト系IＴ産業の全国の事業所数に占める九州の位置は90年当時

は7.9％（但し，９８年までは情報処理サービスとソフトウェア業の２業種）で

あったものが98年に8.2％，2004年が8.4％とわずかながらウェイトを満めてき

た。

図１ソフト系IT産業３業種合計の事業所数

（
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出所：国十姦通省「ソフト系IT産典の実態唄査」より作成

注：９８年９月以前の典種は情報処理サービス」と「ソフトウエア案」の２璽梱
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インターネット関迎サービス（2004年8,702事業所)，ソフトウェア業（同

18,270事業所)，情報処理サービス業（同12,469事業所）の３業態に分けて2003

イド９月から2004年３１１のlHIでの事業所数の変化に注目してみると，情報処理

サービスは-4.0％，ソフトウェア業も-0.8％と減少，あるいは停滞である。

これに対し，インターネット関連サービスは〆全国が5.0％の伸びと相変わら

ず勢いがあり，東京（2004ｲﾄﾞ2.088ﾘﾄﾞ業所）も5.3％増と相変わらず多く，北海

道は7.8％の増加と潤い伸びを見せたのだが，これまでｲ''1ぴ率の大きかった九

州（同868事業所）は1.0％と停滞気味になっている。

（４）成長するインターネット関連市場

このようにインターネット関連サービスがソフト系IＴ産業の中に占める割

合は急速に上昇してきており，破行性があるとはいえ，傾向的には地方での'１１

ぴ率が比較的大きいことが注'三|される。インターネットl刈連市場が急拡大して

いるのが成長の理由であり，インターネット協会の調べによると，2004年２月

末現在で日本のインターネット人口は6,284万４千人になり，家庭からのプ

ロードバンド利用者数が2,000万人を突破した。インターネット世i}ｉｆ浸透率

(利用場所，接続機器を問わずインターネット利〃I者がいる世帯の比率）は

78.1％となり，インターネット利１１)阯勝の48.1％がブロードバンド接続をして

いる。（い

このような急速なインターネット環境の変化がコンテンツを含めてソフト系

IＴ企業の中でインターネット関迎を手がける事業所が急増してきた背景と

なっている。

一方，「平成13年馴業所・企業銃iil調査」（総務省）によれば，砥子商取引を

導入している企業は10.5％にとどまっている（表４参照)。

卸売・小売業（12.8％）での利用が多いが，東京では，運輸・通信業での利

用が15.7％と目立っている。ところが，九州では全ての県が10％を割っており，

製造業と卸・小売，飲食店での利)11が全ljm平均的な位置にある状況で，運輸・

通信での利川は特に低水準にある。ネット取引で最も投資効果のある分野は

SCM（サプライチェーンマネージメント）分野で，その中核は運輸業や卸・

小売業だが，九州では未だに運輸業でのfu子商取り|の遅れがめだっている。
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IT1r業の地方立地３１

表４都道府県別電子商取引導入率（平成13年）

注）祖散同答二

１）可子商取引導入串：通子商取引を導入している企藁の割合。

資料：総務省統計局「平成13年車難所・企業統計唄査全国（会社企粟）結果」による。

インターネットに関連する市場全体はここ数年急成長しており，趨勢的には

今後も急成長の見込まれる市場分野である。特に，モバイル分野では日本は世

界的にも先行しているし，デル・モデルと言われるようなインターネット取引

を前提とした企業対個人取引も新しい通信販売とも言えるが手軽さが受けて各

分野で急成長中である。それに関連したポータルサイトの運営までを含めた

サービスやソフト需要は今後もかなりの伸びが見込まれる。

また，インターネット技術を利用した行政サービスは，事務処理の効率化に

とどまらず，地域医療や福祉，教育などの分野にまで利用の拡大が見込まれる

のだが，現状では，これらの分野の溌要はまだ潜在化している状況にある。地

方であってもこのような変化にどこまで先行できるかが，今後の地域経済の活

性化に大きな影響を与えることになるだろう。折角のチャンスも地域のＩＴ企

業が成長していなければ，結局は首都圏のＩＴ企業が地方の需要を囲い込んで

吸い上げ，イニシアティブをとり続けることになる。

このような需要構造の変化を受けて，地方のＩＴ企業の動向を典型的な企業

事例を通して考えてみよう。

祁逝府肌 企乗数

ｉｎ子商取引導入率

電子商取引導入率

インターネットのみ

他の企業な

どと行って

いる

一・股消費者
と行ってい
ろ

主な廉業

製造業
運輸’通信乗

飲卸
食売
店．

'1、
光
柔

サービス業
全国 ]Ail7,〔iOO ｌＯＬ５ 5β ３．５ １１．８ 10」 2.8 1９ 

東京 27(1828 lＬ８ 6.6 `川 【１９』Ｉ 15.7 2.6 3９ 

IHI岡 5(),911 9.8 `1９ :ﾙＩ 120 8」 2.8 0.7 

佐賀 8ｐ5７ 9９ 1.7 ３．４ １２」 ４５ 2.5 L３ 

jl386 9０ `1.7 3０ 、９ 4.7 L５ L９ 

、１７１ 8.7 小I 31） 】ｌ」 6.7 1.0 9．８ 

大分 5.405 9.2 4-8 Z,９ 1２６ 7９ 2３ ９３ 

箇崎 2.lljl6 9.7 5５ ２７ 1Ｍ 9.1 2.9 1０２ 

llEIIu風 9330 8.1 4.1 2.6 8.8 6.1 ０６ 9.6 

縄沖 蹄 ､７ 1.8 3２ 12.4 11.7 4.9 lＬ１ 
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３大分と福岡のIT関連企業の事例

ここでは地方に立地するｌＴ企業として特徴のある２社を取り上げる。ｌ社

は小規模企業であるが，地兀のＳＯＨＯとネットワークを組み，機密保持の信頼

性を高めたデータエントリーのｲ|:事を受注管J111するプロバイダー的な役割を来

たしている企:染，そして，もうｌ社は柵剛を拠点にポータルサイト連`獣で全国

的に活離している企業の！；例である。（なお，もう１社地方立地の独立系ソフ

トウェア企業についてもiilM盃を炎施し．とりまとめたが，先方の事情から公開

を差し控える｡）これら２社は地方に立地していながらビジネスの芽を生かし

て成長している企業であるが，地方立地での課題も見えてくるり#例として取り

あげた。

（１）大分の在宅ワーカーを活用しながらの事業展開するDINQS社

(会社概要）

ＤＩＮＱＳ社は大分ソフトバーク'鯲内のインキュベーション施設であるｉプラ

ザを卒業したばか})のオーリッド社のllU係会社として平成15年１月に設立され

た会社である。

資本金は３百万''１，事業内容はＯＣＲトータルサポートシステム（｢InFact」

取材[|現在）の販充，データエントリー・アウトソーシングサービス（｢O-

RID｣）の提供，ソフトウェア，システム開発，「Ｏ－ＲＩＤ」向け在宅オペレー

タ管理となっている。

同社の事業モデルはインターネットを利11｣したデータエントリー（手書き書

類の入力支援）であり，Ixlのように企業からデータ入力の仕事を受託して，在

宅オペレータへの仲介をしている。

(具体的な仕事の流れ）

具体的なｲ|蝋の手順は，顧客企業側でスキャナーで読み取った手書き書類の

画像データを，自動的に名前や住所などの項'二l単位に矩形分割して，インター

ネットを通じて在宅のオペレータに項|=Ｉ別にデータを振り分けて送り，その手

illさデータを見ながらオペレータはパソコンで入力してテキストデータとす

る。そして，人力後のテキストデータは顧客企業に返信後，顧客企業のパソコ
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ＩＴ雌堆の地方立地３３

ンで自動復元されて，一組のデータとして保存される。

在宅で入力しているオペレータと直結することで，コスト抑制と納期短縮を

実現でき，項F1別にデータ人力を割り当てているので，入力fI側で一覧傭1iii･性

がなく，顧客情報の獺洩が起きにくい。例えば，住所録であるなら住所録の一

覧から氏名，イ|：所，↑uiiWHHF勝なの項目別に分割されているので，名1iiiの担当者

は名前以外の対になるべき情報を見ることはできないので，機密保持の面で優

れたシステムとなっている。

企業から送られたiI1li像データは同社，もしくはオーリッド社に一度送られ，

それを名前，住所．ｆＩｊ話悉号などに矩形分割してから｛lﾐ宅オペレータに送るの

で，セキュリティが維持できている。それを名iiiiなら名IMi，地話番号なら電話

番号と‐｡纏めに括！〕，塊にしたものをｌジョブとか，］ブロックと呼び，オペ

レータは在宅にいながら|ijl社やオーリッド社にアクセスして'1分から仕事を取

りに行く形になる。

一般のＳＯＨＯのように「これだけのデータを入力してください」と配信した

り，配達したりするのではなく，在宅オペレータが'41分のｲ|:ﾘﾄﾞをliYりに行く仕

組みになっている。(ＩＨＩﾘ『と↑uiii1i薪号をバラバラにして，別々の人が入力すれば，

図２仕事の流れ
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何のデータなのかがわからない。セキュリティを高めつつ，分業化することで

スピードを上げることができる。名前を100件打って，電話番号を100件打っ

てという形の方が効率がよい。一つのものが終わると，課金されて，納品はイ

ンターネット経由でなされる。

オペレータは電話番号の入力が好きなら電話番号だけの画像データが来て，

これをテキストデータに変えて，送り返す仕組みであり，送り返されたデータ

はＯ－ＲＩＤというソフトを通して蓄積され，最終的なデータの連結は顧客のパ

ソコンの中でなされる仕組みになっている。したがって，受注窓口であるオー

リッド社やＤＩＮＱＳ社でもデータベースとして繋ぐことができない仕組みに

なっており，どのような状況でもセットでデータが漏れることがないようにで

きている。

(入力作業の単価）

当然のことであるが，東京のオペレータよりは大分のオペレータの方が単価

も安い。しかし，インターネットを利用すると仕事はどこからでも取ってこれ

るので，データ入力は地方の方が単価も安いし，競争力がある。しかし，セ

キュリティ面で問題があったのだが，この新しいシステムにすることで，この

面での問題が解決されたのである。

在宅オペレータの人数が確保できていて，２４時間で入力データを返すことが

できる。また，２人以｣この人間が同じデータを入力する仕組みになっており，

それを結合したときに入力ミスがあると，はじく仕組みにもなっている。そこ

までしても従前の単価のl/2～l/3ぐらいの単価に抑えることができる。

名前（氏名）がLO1IL/件，住所がＬ2円／件，電話番号が0.21U／件がオペ

レータに払う金額である。少なくともliilじデータを入力チェックのため２人が

打つので，その２倍。それにＤＩＮＱＳ社のマージンがプラスされたものが受注

単illiとなる。名刺一枚を全部打っても20～3011ぐらいである。

(専用ソフトの開発）

顧客のもとで専用のソフトでスキャンしてもらえれば，後は自動的に分割さ

れたものがインターネットで流れてくるわけだが，この技術はオーリッド社が
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開発しており，DINQS社はそのソフトの販売とか，オペレータの管理を担当

している。オーリッド社はこのソフトを200万円で出荷していたが，その理由

は，受注が急増しても量的に捌ききれないからである。今はオペレータもある

程度集まったし，サーバーの運用能力にも自信を持っているので，ソフトの値

段を現在のl/１０にして，運営で稼ぐ形にビジネスモデルを変えている。

オーリッドの三浦社長はOCR技術の専門家であって，OCRの限界について

理解していた。つまり，ＯＣＲの欠点は字が読めないことではなくて，無理や

り読んでしまうことにある。つまり，人間が読んだものでは読めなければｘと

か.とか不明扱いにできるが，ＯＣＲでは無理やり読んで，文章を完成させて

しまい，それを納品してから不良が見つかると，見直しのために入力に必要な

時間と同じ時間を澱やすことになってしまう。そこで，読めないものは読めな

いという答えを出すことの方が重要であると考え，読み取り作業に人間が介在

することで，人間の書いた字の癖を技術に取り込んでいけば，将来的には

ＯＣＲで読み込めるようになると考えている。したがって，次のステップでは

最強のOCRの開発を考えている。

簡単なものは機械で読ませてしまい。さらに読めなければ中国とか，在宅の

主婦に読ませればよい。その先の難しいものは翻訳家とか，弁理士とか，記帳

代行とか，会計事務所などの仕辮を；|過した専門家に見てもらう。人間が考え

ながらする仕事を家にいながらやっていく形を追い求めることになる。

(従業員数）

同社では４名が働いており，契約している在宅オペレータは120名ほどいる。

個人個人は自営業者の扱いであって，就労機会の提供になっている。そのうち

障害者の方は1/４ぐらいの方である。

(在宅オペレータの応募状況）

今年の２月に社会福祉会館で説明会を開催し，新聞などにも記事を書いても

らって，450人ぐらいが集まったという。「主婦が多かったが，障害者の方も見

えたので，打ち手は潜在的にはかなりおり，本気で県内で募集をかければ千人

ぐらいは確保できる」と見ている。しかし，ＳＯＨＯで在宅オペレータを狙った
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詐欺まがいのプロバイダーが横行していることもあって，同社では契約締結は

インターネットでも可能だが，原則として契約書を面前で取り交わす形にして

いる。

｜司社とオーリッド社が実施している{ﾘﾄ修Y1iは無料であり，研修川のソフトも

無料にしている。「何かの拍子にだまされたということになっても，あなたは

お金を払ってないでしょう」という形にしており，賛)|]は契約の時の印紙代だ

けである。

「今は，精ﾈ''1障害者が問題になっているが，このような仕斗＃は引きこもりの

対策にも良いかも知れない。インターネットで潜在的労働力を引き出せるとみ

ているし，子育て中の主婦も同じである。家にいれば化粧の必要もない」と希

望者はまだまだ潜在化していると見ている。

「労働力をどこで探すかだが，刑務所とか少年院でパソコンを使って仕事が

できれば可能`性がある。家具や靴を作っていても出所した後で家具職人や靴職

人になれる人はあまりいないだろう。Ⅱ)た後でもとりあえずは，パソコンの操

作を憶えておけば仕事に就き易いであろう。少年院につてがないので実現でき

ないが・・・。」とのことであった。

(取引先は首都圏が中心）

現状では注文は首都圏に限られている。古くからデータ入力の会社や印刷屋

さんに仕事が流れているのがその理｢|jである。「駆け||しのベンチャーにはな

かなか仕事を出してくれない。潜在的な需要は多いと思われるが，大分には

データ入力を外注に出すという企業がないので，来京，大阪，北海道の仕事が

'1ｺ心になっている」という。

県内で一番ニーズがあるのは県などの行政機関と，金融機関だろうが，「大

分でデータ入力を頼むとなるとＯＥＣさんぐらいになってしまう」と，マーケ

ティングにも障害がある。

電子カルテ化を進める場合でも，患者名と患者のＩＤとか，日付とかのヘッ

ドラインだけをデジタル化すればよいので，１件１円とか２円とかで実現可能

である。あとはiHii像ファイリング処理で利１１]することができる。電子カルテで

ドイツ語で轡かれたものをどこまでデジタル化する必要があるかでもある。そ
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れをクリアーできれば非常に安くできる。

(事業拡大の方針）

事業を拡大するにはプロバイダーがｲSALするのでフランチャイズ制にして各

県1000人ずつのオペレータを抱えてという形を目指している。

現在は，登録人数の規模が100名強なので仕事の繁閑の波がどうしてもでき

てしまう。１０００人ぐらいになれば，繁閑の波はある程度押さえることができ，

仕事がなくてもそんなに蒜情が来ることはなくなる。今は仕２１;がスポット的に

入って多忙となるが，イ|:ﾘﾄﾞが切れて暇な状態が続くことも度々起こっている。

仕事熱心なオペレータが多いので，掲示板を作っており，オペレータ同化がお

互いに情報交換ができるようにしている。

(中国との関係）

オーリッド社は中国に合弁で現地法人を作っているが，そこでは数字の入力

だけをやっている。最初は｢１１国で入力作業を全てやろうとしていた。同じ漢字

の文化MHであるのでやれると判断したのだが,漢字が読めても文化が違うので，

住所一つをとっても，大分と東京，大分と北海道とかでも，土地勘がないと住

所の感覚が違うので難しい。そこで，’'''五1の現地法人は数字入力に特化させよ

うとの考えである。電話番号とか，ｅメールアドレスとかは中国でも問題ない。

|]本人には名前とか，住所とか，その他の文承とか1二1本人でないとできない部

分をやって貰う形である。

(障害者雇用）

入力作業では，障害肴がやっていることも主婦の方がやっていることも全く

同じ扱いであり，むしろ，聴覚障害の人に適合した作業と判断している。

中には「我々は障審者なので特別扱いして欲しい」という方もいたが，

｢我々はあなた達が胴Iじ環境の中で仕事ができる場を提供しているだけであっ

て，障害者が特別とは考えていない。健常者の方と同じように仕事ができる環

境です」と強調している。

隙轡者の方は全員自宅でやっており，身障センターなどの施設ではやってい
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ない。入力作業とはいえ，同社の試験に合格した人でないと仕事は受注できな

い形にしているので，－台のパソコンを複数人が使う施設のような環境での利
用は難しい。

以前に，健常者だが，パソコンを２台繋いで勝手にアクセスして２人で仕事

をするケースがあった。しかし，全体的な精度が維持できないので，結果とし

て皆に迷惑をかけることになるため，今では１人に１つＩＤを与えて，ログイ

ンする形にし，それを監視しながら仕事を流す形にしている。

(行政へのニーズ）

「前三重県知事は障害者のＳＯＨＯに献極的に仕事を出していた。セキュリ

ティ，価格，納期でも問題ないので，ＮＰＯと随意契約で結ぶとかで仕事を回

す仕組みを確立して欲しい」とのことである。

「Upプログラムというのをやろうとしている。無償でリサイクル・パソコン

を使えるようにしようとしているのだが，メールだけでなく，オペレータとし

て働いてもらえることが重要だという。県の主導で障害者の方がインターネッ

トを引く場合に補助金を出すとか（パソコン職人には補助がでているが．．）。

パソコンはリサイクルで安いものがどんどん出てくるので，インターネットを

引いてもらえると良い。行政の仕事を民'11]に流すにしても，シーズとニーズを

結びつけるコーディネーターが不足しているのが問題である」とのことである。

（２）福岡を拠点にポータルサイト運営で活躍するペンシル社
(会社の概要）

ペンシル社は1995年に有限会社として福岡で設立された。資本金は1,000万

円，2004年度の売上が４億円（予定）である。

1995年に日本初のプラウザーを開発し，オラクルに提供している。９６年には

ホームページを公開し，インターネット上に掲示板を設値するなどインター

ネット分野で草分け的な仕事をしてきた。９７年にはオフィスを拡大して，株式
会社に組織変更している。

社長の覚田義明氏は1999年12月にはＤ２Ｋ（デジタル大名2000）の中心メン

バーとしてその設立・迎営に深く関わり，福岡発のＣＧ，マルチメディア技術
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などにも造詣が深いことから，デジタルハリウッドの講師，九州芸術工科大学

非常勤講師などの経歴を持つ。2003年３月には日本ではじめて，ポータルサイ

トを担保に日本政策投資銀行から融資を受けたことでも有名である。

従業員数は2003年秋には25名（社員は17人，アルバイトが７人）であり，

その他に安定的に仕事を流している個人請負的な外注先が５人ほどいた。それ

が2004年には社員23名，契約社員５名，アルバイト５名と，常駐スタッフは

総計32名と順調に成長を続けている。

(事業内容）

同社の事業はマーケティング・コンサルティング・ビジネスとポータルサイ

ト・ビジネスであるが，単なるホームページ制作ではなく，コンセプトの決定

から調査・企画・制作・プロモーションまでをトータルに請け負うインター

ネット・コンサルティング事業となっている。

つまり，「戦略的ホームページの作成｣，「ポータルサイト・ビジネス｣，「戦

略的SEO事業」の三つの分野にわけられる。

ＳＥＯ事業とは，あまり聞き．慣れない言葉だが，これは特定のキーワードで

YahooとかGoogle，ＭＳＮなどの検索エンジンを使って検索をした場合に上位

に表示されるようにSEO（検索エンジン最適化）を行う事業である。

マーケティング・コンサルティング・ビジネスの例をあげれば，お金をかけ

た600頁の番組型ホームページでも，アクセス件数が増えないで困っている例

が多い。そこで８頁の独立した戦略的なホームベージを創ったところ，問い合

わせが９倍になり，１年後には15倍になり，業績も大幅に向上したという。

そのようなマーケティングのコンサルティングが主力業務である。「依頼元

は客の顔が見えていないので，サービスをどうすべきかがわかっていない。自

分たちの都合でホームベージを作成しており，利用者の顔が見えなくなってい

る」という。それをより顧客正視，ユーザー近視のものに改聾して利11Ｉ度を高

めるビジネスである。

もう一つのビジネスの柱はポータルサイト・ビジネスである。Yahoo，楽天，

チャンスイットなどのポータルサイトがあるが，それらと異なり特定専門分野

のポータルサイトを独自に作成して，主としてバナー広告収入により成立させ
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ているビジネスである。

多くのポータルサイトは東Ji〔で企imi・サービスが行われて成功している。

｢インターネットは全国からアクセスするので，このようなビジネスは地方で

もできると言われてきたが，現実は全睡|から情報と仕事とお金が東京に集まる

のが力Ⅱ連化されている。それは'''１題と考えて，何とか福岡に全国版ポータルサ

イトを作り全国から情報と仕珈，お金を集めようと考えて，1996年からはじめ

た」のである。

自社W1発の10数個のポータルサイトがあり，美容外科のポータルサイトはそ

れほど技術的に凝ったものではないのだが，全国の美容外科が400医院集まっ

ていて，この分野ではＨ本最大のサイトとなっている。美容外科がバナー広告

を出してくれておI〕，バナー１本10万１１１ぐらいなので，これが10社ぐらいで，

ｲﾄﾞ間’千万円ぐらいの利益が出ている。

(プロジェクト型の仕事の展開と積極的な外注化）

仕事はそれぞれプロジェクトガ式で展開されており，それぞれリーダーが責

任を持っている。ホームページルリ作は，デザイン，プログラム，サーバーを含

めて外注である。

「普通のホームベージ制作会社は全て社内で制作するのだが，同社では全て

外注化されている。売上は３億''１ぐらいだが，うち１億円ぐらいを外注にＨ１し

ている」と積極的に外注化を進めている。同社では経理事務も外注化しており，

外注先の事務所が論求書の発行から，通帳管理をやっており，資金繰りも決済

の判断はメールでやりとりしながら，巡転資金の連用を会社の口座で行いなが

ら,残高が不足すると社長の個人口座から立て替えるといったことをしている。

米国のベンチャー企業のように'''１接業務のアウトソーシングを積極的に進めて

いる。

プロジェクトは年間200～300本が動く。それぞれ担当を決め，繁閑の調整

はその人が「手伝って」と言えば，全員が手伝う体制になっている。「困るま

では手を出さないのが原則。べらぼうにできる人は年齢に関係なく給料は高く

しており，ほぼ同年齢でも倍ぐらいの篭になる」と徹底した能力主義でもある。

プロジェクトは企画書の段階と，出来上がった段階で社長がチェックし，途
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中でもチェックするが，チェックなしで外に出るものは一切ない。仕事の中身

は自己完結型であり，個々に任せており，実質的にはデザインチェックをして

いるようなものである。

「福岡をｉＭわせるために地域活性化のコミュニケートサイトを作るのも良い

が，財源がない中でみんなで廻しても仕様がない。富の移iliiiをやらないと意味

がない。髪ナビのスポンサーは皆来京だが，；'1社が仕事を受けて，ホームペー

ジ制作のデザイン，プログラムは福岡の会社に外注している。外からお金を集

めてきてそれを福岡の人に配っていることになる」と地域への経済的な波及効

果を意識した会社経営を展開している。

最近テレワークの会長ftをもらったが，本や新聞は全'五1紙を全て東京で作っ

ているが，ポータルサイトという全国紙を福岡で作っていると言うのが受賞の

理由だったという。

(社長覚田氏のキャリア）

覚田氏は元々は大阪'１１身なのだが，1988年に米|正|で大学などをまわりながら

DTPを見て興味を持ち，帰国後にＤＴＰ関連の仕1打を探したという。」1時，日

本では福岡が一番進んでいたので福岡に就職をしたのである。1980年代にコン

ピュータグラフィックスや電子111版の分野で蚊先端を行っていたのがNil岡で，

福岡は妓先端の情報・技術が渦巻いている場所であり，それを求めて人も集

まって来た。

デザイン関係のユーザーが多いアップルコンピュータ関係のソフトなどを開

発していた福岡のシステムソフト社グループに就職したのであるが，同社の元

社長である樺島氏が別会社としてエクスツールズ社を設立したのを契機に一緒

にそちらに移り，起業する前の２年間は樺局氏の秘香の仕事をしながら，

DTPなどのコンサルティングの仕馴をしていた。

顧客の多くは印刷会社や雑誌社，新聞社，迩迦などで，ほとんどが東京から

の仕事を受託していたという。

1993年頃に樺島氏が小規模デザイン事務所向けにプリプレスセンター（ハイ

エンドのＤＴＰ）「エータイム」を福岡大名地区に開設したのだが，当時，覚田

氏はそこの責任者を担当していた。「クリエーターやデザイナーは自分で作っ
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た作品を綺麗にプリントアウトしたいのだが，当時のカラープリンターは600

万円～1000万円／台と高額であったこともあり，それもままならず,プリプレ

スセンターで出力するためにクリエーターが集まりはじめ，そこが交流の場と

なっていた」という。

そして，９５年にペンシル有限社を設立したのである｡

Ｄ2Ｋの活動には99年から関わっているが，その事務局はペンシル社におか

れ，社員が事務局の仕事を兼任で担当しているが，社内的には社会貢献活動と

して位置づけられている。

（クリエーターが集まる大名地区）

大名地区にクリエーターが染まってきた理由はデジタルハリウッドをはじ

め，クリエイター養成の学校が周辺地域に集積してきたことがある。そこに集

まっていたクリエーター達がこのプリプレスセンター「エータイム」を利用し

ており，そこが彼らの交流拠点としての機能も果たしていた側面もある。また，

大名地区はテナントの賃料が安かったことも集積が進んだ理由にあげられる。

これは，バブル崩壊後に進出企業の撤退が続き，インテリジェントビルとし

て整備されていたオフィスビルの家賃が下がったことから，それまで分散して

いたＩＴ関連企業が札幌駅北口に集積したのと似ている。

福岡にはもともとＣＧやマルチメディア関連の企業集積があり，Adobeの

Photoshop，Illustratorなどの日本語版はこの地域で開発されたものである。

システムソフト社はAdobeを'三１本語版にするときに，日本語プリンターの開発

を担当していたし，日本で鎧初のカラープリンターＸｅｒｏｘＡカラーのカラー

マッチングやＤＴＰ用の日本語フォント作成も福岡でやっていた。

「システムソフト社は九州芸術工科大学，九州大学のコンピュータ好きの学

生に仕事を出していて，アルバイトのような学生やコンピュータ好きの学生が

群がっていた」というｃ

札幌で北海道大学の青木教授が中心になりマイコンが好きな大学院生,助手，

卒業生などを対象に「マイコン研究会」を開催して，ここがマイコン技術の交

流拠点となったのと同じような現象が九州でも見られたと言えよう。

「日本でホームページを最初に制作したのは九州芸術工科大学の学生であり，
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3D-ＣＧも福岡から始まっている。福岡には流行していないが凄いことを見つ

けるパワーがあると再認識した」とのことである。

福岡には日本初が沢山あり，デジタルデザイン，デジタルミュージックも早

くから作られていた。「自分のやりたいことをやっていたらたまたま日本初に

なった」というのが実情であろう。没画家やアーティスト，音楽家，歌手など

エンターテイメントビジネスで活躍する福岡出身者も多い。

(､2Kへの関わり）

Ｄ２Ｋは1999年１２月に誕生した主にインキュベーションパーテイを主催して

いるクリエーター及び起業家支援のボランティア団体である。セミナー会場や

ホールなどを会場に起業家，クリエーター，投資家，学生等が一同に会する交

流会・コミュニケーションパーティーを続けており，この場を契機に事業展開

に繋いでゆくヒューマンネットワーク構築の場を提供している。「インター

ネットなどが発達してもフェイス・トゥー・フェイスで人と会うことは重要で

ある」との考えである。

天神駅からそう遠くはない福岡市111央区大名地区にはグラフィックデザイ

ナーやマルチメディアクリエーターたちが集杭してきたが，当時､2000年問題

で騒がれていたこともあり，新しい千年紀のスタートとともに，ネットとデジ

タルを武器に，世界を目指すliili国大名のようなベンチャー企業が次々に薙出さ

れることを願って，DigitalDaimyo2000=Ｄ２Ｋと代表者である(㈱ペンシル社長

の覚田義明氏と㈱エーアイ社長横石染氏が名付けた。

Ｄ２Ｋでは，企業を起こしたいと思っている人に３分間プレゼンテーションの

場を用意しており，その話に興味を持った人が翌週１千万円を投資したという

話もある。しかし，Ｄ２Ｋの基本はプレゼンの場の提供であって，後は参加者

個々人に任せており，その後について介入することはない。

「自分のやりたいことを継続的にやっていた人があるとき認められたという

パターンであり，もともとエネルギーはあって，それを応援したいというのが

、2Ｋの活動である」という。

Hosei University Repository



4４ 

４まとめ

インターネット，桃jlllf電iiiIiなどhIj報技術の急速な進展や応用分野の急拡大に

よって，ITllLl連産業の成艮は著しい。）illIlI倉ＩＩＬ[}の面から，医縦・福ﾈil:分野と

共に情報通信関連分野が今後も有望分野としてjU1侍されている。しかし，情報

通信分野での)ji1I洲'１１１１は火#ljTl7圏，特に本社や政府機関が集積する首淵|j圏に集

'１』している。

地方都市で雇用のllIぴている''11i報通信分野は鵬illf電話|lLI連やコールセンター

がH立つが，より付h11価値の高いソフトウェア・プロダクト開発関連やコンテ

ンッＩｌｊＩ作関連を担う企業の#ﾐ稔は地方都市では殆ど進んでいない。

どのようにすれば，成長分野である情報通信関連企業の地方での集jIiliを促進

し，雁１１１を創出することができるであろうか。以Ijiiから言われていることであ

るが，手離れの良いソフトウェア・プロダクトをⅡM発することが，一・つの策で

ある。とはいえ，折角，良いソフトウェア・プロダクトを開発しても，それを

利用してみた'二での利便性を検証しないとマーケットは広がらない。戦I略的に

バランスをとりながらソフト開発，販売体制を榊築しないと，それを実現する

は難しい。そのためには，ペンシル社のりi榮展開のように，地力を意識させな

いビジネスモデルを柵築することがつのヒントを与えてくれている。

むしろ，立地よりも知恵で競争する時代になったと認識すべきであろう。ソ

フト藤業でも，派ﾉ|ﾐ滞要は』,L本的には地元に優先的に流れるのだが，ＩＴ産業

の場合はインターネットを利用することで距離のハンディが少なく，その分だ

け取引先は広域化し，地力苑で中llIl企業のとのアライアンスといったこともで

てくる。つまI)，グローバル化した競争では首都l掛企業発のＩＩＪ歴|やインドとの

連携だけではなく，地方企業でも対等にlii2える機会がhlf等に与えられているこ

とを自覚すべきである。したがって．特定の企業系列の下だけで事業を展開し

ていては成長に限界があるとも言える。－１２１旦程を担えるだけの力をつけ，アラ

イアンスの場面でビジネスリーダーシップを取れるような強い企業が地域にあ

るかどうかが結局は人材を染め，染穣を促進することになる。

マクロ統計に注｢Ｉしてみると，ＩＴ産業の集穣が東京など大都市圏に集中す

る中で，札幌はゲーム・ソフト，迦信関迎ソフトなどハードに絡んだソフト，

写真コンテンツなどの分野で先行している企業が集積していることで注|』され
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る。遡ってみると，図３のように，少数のけ体企業にたどりつく。

７０年代に北海道で活別Mしていた企業からスピンオフした起業家が続々と登場

しており，なかでも．ゲームソフトのハドソン，社長が学'上起業家としてもｲｊ

名なシステム・ハウスのＢＵＧ，ワープロソフトやパッケージソフトなどを手

がけていたデービーソフトの３社からのスピンオフ組が多い。このような吐体

企業となりうる企業があるかどうかがつのポイントである。まさにこのよう

な企業が地域インキュベータとなっている。

包装機械の集積地域として知られるイタリアのボローニャには，６０数社の包

装機械メーカーがあるが,もとを遡ると数社の包装機械メーカーにたどり清く・

スピンオフで独立したケースと，分社化で別会社になっているケースとがある

のだが，特定雌業の地域内集積のケースとしてilﾐ|』されてきた。それと同じよ

うな状況が札幌駅北口liljl辺のソフトベンダーにも見られ，岐初は数社であった

ソフトベンダーが今では40社以上の集ijIiとなっている。（詳しくは八幡（2000）

を参照）

ところが，大分にはそのような集稲は見られない。地沁ソフト会社からスピ

ンオフして起業家となったソフト技術者も少なくないのだが，インキュベー

ション機能が１－分発揮される状況にはなかった。大分ではパソコンin信の草分

け的存在として1985年に非憐利法人としてスタートしたＣＯＡＲＡがあり，ここ

から起業家へと育った人材も少数ではあるがいる。

また，ソフトパーク内にあるインキュベータ施設であるｉプラザを卒業して

活ＩＭＬはじめた企業が少数あるが，これとて，起業はできたが成長に結びつい

ているかと言えばはなはだ疑問の段階にある。供給サイドの支援を強化するだ

けでなく，一方で，企業iiii動を後}Il1しするような需要を創！[)しながらの支援策

となっていないことが，産業としてのﾉjをつけるまでに成腫できず，幼稚産業

の段階からの脱皮を遅らせているともいえよう。

一・万，福岡ではＣＧやポータルサイト運憐などのコンテンツ系で職史のある

地域であることからこれらの分野で活蹄する事業所数もかなり多い。当然，献

体企業からのスピンオフ組も少なくないのではないかと想像できるが,しかし，

筆者はそのような研究についての知見を持っていないので，正碓な姿を知るこ

とはできない。しかし，ＩＴ企業といえども集積を進めるには，ペンシル社の
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図３地鴇ソフトベンダーが果たしてきたインキュベータ機能
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出所：「データクラフト社」高橿昭悪氏提供資料
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1Ｔ産業の地方立地４７

覚田氏が強調するように，クリエーターが集まってくる環境をどう作っていく

かであろう。インキュベーションパーテイＤ２Ｋの活動については福岡県もソフ

ト・コンテンツ系ビジネスの重要性に気づいて支援を始めているが，創業支援

から経営支援へと軸足をシフトさせないと，一)Wの成長は望めないであろう。

ＩＴ産業の地方立地を進めるには，さしあたって，

①電子自治体関連や地域医嫌ネットワークなど潜在化している県内のＩＴ

需要を積極的に掴り起こして，地元のＩＴ企業に優先的に事業機会を提

供する仕組みを考える。（米国の中小企業支援でマイノリティ（黒人，

女性，退役躯人など）が経営する中小企業に対し公共工事などの発注で

優先受注枠が設けられているように，電子自治体のシステム発注で地元

ＩＴ企業の受注枠を考えても良いのではないだろうか）

②)ポータルサイトの自社開発・運営により全国から広告を集めるとか，

ＳＯＨＯを活用したデータエントリーシステムに例示されるような地方で

も成り立つビジネスモデルを積極的に開発・支援していく。

③産業連関分析を活用して前方連関，後方連関を強く意識して波及効果を

活かせる産業支援・企業誘致施策を展開する。

④家庭の事情などで大都市のＩＴ企業で活躍していた優秀な人材がＵター

ンで戻っているケースが増えている。この人達を地域レベルで積極的に

取り込み技術移転の担い手として活用することを考える。

といった政策が検討されて良いのではないだろうか。

［注］

(1)「経済構造の変革と創造のための行動計画」（平成９年５月閣議決定）の中

で，今後，雇用・市場が大きく拡大するとされ，「適切なフオローアップ

を行う」こととされたのは次の15分野である。厚生労働省「平成15年産

業労働事･情調査(事業活動と凧用創出に関する調査)」（04年７月）では，事

業所規模30人以上の民営事業所28.806事業所を対象にこれら15分野での事

業活動の実態を調査している。

０１医療・福祉関連分野（在宅医療，在宅介護，健康増進事業など）

０２生活文化関連分野（生涯学習サービス，観光サービス提供，ベビー

シッター事業など）
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０３情報通信ljU連分野（電子商取り１，公共サービス悩報化，情報処理シス

テム開発など）

０４新製造技術関連分野（新製造システム・製品，新素材開発など）

０５流通・物流関連分野（インターネット通販，消費者ニーズ対応型物流

など）

０６環境関連分野（公害防止，リサイクル関述事業など）

０７ビジネス支援関述分野（アウトソーシング，機械警備事業など）

０８海洋関連分野（海水資源高度利用，海洋レクリエーション振興，海洋

情報関連'１F業など）

０９バイオテクノロジー'1M連分野（バイオテクノロジー応用食品・医薬船

開発，ＤＮＡ解析サービス事業など）

１０都市環境雛備関連分野(都市環境整備,超高厨ビル材料製造事業など）

１１航空・宇宙（民需）Ijll連分野（航空機製造，民生部,W,宇宙転用技術開

発事業など）

１２新エネルギー・省エネルギー関連分野（太陽光発電，省エネ型製品関

連事業など）

１３人材関連分野（職業能力開発，労働者派近，再就職支援サービスなど）

１４国際化関連分野（投資コンサルティング，翻訳サービス，輸入関連情

報サービス，日本語教育事業など）

１５住宅関述分野（リフォーム，「'１古流通サービス，ホームセキュリ

ティーサービス業など）

(2)本稿は「ＩＴ産業の地方集積の課題」橘111編「地域からの経済再生」有斐

ＩＨＩ（近刊予定）で紙iiiの制約からマクロ統計の推移や醐例調査について書

くことができなかったので，改めてまとめた。

(3)総務桁「事業所・企業統計綱査」では全事業所が調査対象だが，「情報

サービス・調査業」には「ソフトウェア業｣，rlfj報処理サービス業｣，「情

報提供サービス業｣，「その他の怖報サービス業」の他に，「ニュース供給

業｣，「興信所」が含まれている。

(4)インターネット|叱帯瞥及率（｢勤務先／学校のみ」「携帯電話／PHSのみ」

を除き，自宅の機器でのインターネット利用者がいる世帯の比率）は

52.1％となっている。（｢インターネットにI書2004」伽インターネット協会

（2004年７月)）
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(5)高校跡地に作られた大分ソフトバークは1985年に分譲をはじめたが。そ

の中にある第２ソフイアビル５階に，インキユベータ施設として，平成

１３年10月にｉプラザがオープンした。全体で改装を含めた設定iIllが3.200

万円である。共益Yllが350万円／年，専門家の派避やインキユベーシヨン

マネージヤの活動IHIとしての支援費が150万'1ル年で毎年500万1m昨年の

迎営経111である。産業創造機榊が施設管理とソフト支援を担当しており，

個々の企業とのやりとりとか，入居の際の審森会は県（産業技術振興課）

が担当している。

家賃は無料で，共益１１１も初年度は無料であるが．２年目に半額，３年目

が全額の共益費負担のみで，３年を限度に入居できる。７室あって全て

ＩＴ関連企業が入居している。

［参考文献］

･尾野徹（1994）「遜子の国ＣＯＡＲＡｊエーアイ出版

､鳥居泰彦「経済発展理論』東洋経済（1979）

･細田真澄「九州におけるソフト系IＴ産業の]擬業展開促進のあり方に関する調在報

告誉」九州経済調査協会

･八幡成美（2000）「札幌・ソフトウェア企業と起業家育成：地域ハイテク化モデル」

「起業教育モデルと雇用」雇１１１能力開発機構・日本労務研究会
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（２）Morethallhalfofpart-timeyoungworkersrecruitedwithoutrelated 

wｏｒｋｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｈａｖｅｗｏｒｋｅｄｎｏｔｍｏｒｅｔｈａｎｔｈｒｅｅｙｅａｒｓｂｅｆｏｒｅ 

ｒｅｃｒｕｉｔｍｅｎＬＡｎｄｍｏｒｅｔｈａｎｈａｌｆｏｆｐａｒｔ－ｔｉｍｅｙｏungworkerspromotedto 

permanentemploymenthaveworkednotmorethanｏｎｅｙｅａｒｉｎｔｈｅｓａｍｅ 

ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔｂeforepromotiｏｎ・Ｌｏｎｇｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅａｓｎｏｎｐｅｒｍａｎｅｎｔ

ｅｍployeesmighthavecountedagainstonewhenobtainingpermanem 

employment． 

(3)Manyemployerswhopracticemid-careerrecruitmentofyoungworkers 

withoutrelatedworkexperiencedonotappraisetheirleadershipexperience 

amongpart-timeyoungworkers；ｒathertheyappraiseyoungworkers 

accordingtothecriteriaofhumility，motivation,andcommunicationskills・

Employerswhopromotenonpermanentemployeestoapermanentposition 

ｒｅｑｕｉｒｅｐａｒｔ－ｔｉｍｅｗｏｒｋｅｒｓｔｏａｄａｐｔｔｏｆｌｅｘｉｂｌｅｗｏｒｋｉｎｇｈｏｕｒｓａｎｄａ 

ｍｏｄｉficationoftheirjobdescription． 

(4)Part-timeyoungworkersrecruitedorpromotedtoapermanentposition 

seemtobetiedtotheirpreviouscareemTheirnewworkplacesareoften 

similaｒｔｏｔｈｏｓｅｉｎｔｈｅｐａｓｔ，andmanyemployersdonotexpecttheｍｔｏ 

ｗｏｒｋｍｏｒｅｔｈａｎｔｅｎｙｅａｒｓ． 

LocalEstablishmentsinthelTIndustry：Centeringon 

CorporateExamplesinFukuokaandOita 

SｈｉｇｅｍｉＹＡＨＡＴＡ 

lnformationtechnology,ｓｕｃｈａｓｔｈｅＩｎｔｅｍｅｔａｎｄｍｏｂｉｌｅｐｈｏｎｅs・has

rapidlydeveIopedandexpande｡,andthelTindustrvhaswitnessedgrｏｗｎ 

ｒｅｍａｒｋａｂｌｅｇｒｏｗｔｈ、Ｒｅｇａｒｄｉｎｇｅｍｐｌｏｙｍｅｎｔ，informationalld

communicationsisahighlypromisingsectorwhichwillcontinuetogrow,as 

arethemedicalandwellaresectors､However､jobcreationintheindustryis 
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concentratedinlargeurbanareas，particularlyintheTokyometropolitan 

areawherecorporateheadquartersandgovernmentalagenciesarelocated 

Nevertheless,employmentinothercitiesisgrowingincertainsectorssuch 

asmobilephonerelatedfieldsandcallcenters1althoughcompaniesinhigher 

value-addedfieldssuchassoftwaredevelopmentandcontentcreationhave 

notmovedintolocalareas・

Ｗａｙｓｏｆｅｎｃｏｕｒａｇｉｎｇｆｉｒｍｓｉｎｇｒｏｗｔｈsectorssuchasinformation 

communicationstosetupinlocaldistrictsandcreatejobsthereare 

discusseｄｉｎｔｈｉｓｐａｐｅｒｂａｓｅｄｏｎｃａｓｅｓｔｕｄｉｅｓｕｎｄｅｒｔａｋｅｎｉｎＦukuokaand 

Oitacitiesusingmacro-statisticsdata 

ThefOllowingtasksneedtobetackled:i)identifythepotentialfOrdemand 

oflTrelatedtoelectronicsbylocalgovernmentsandregionalmedical 

networks,andcreatewaysofofferingbusmessopportunitiesparticularlyto 

ITcompaniesinthoseoutlyingregions；ｉｉ）developabusinessmodel 

appIicabletolocaldistrictSsuchasdevelopingandoperatingaportalsiteto 

collectadvertisementsnationwide；iii）useinput-outputanalysis､develop 

industryassistance，ａｎｄpromotebusinessesandindustrialestabUshments 

consideringrippleeffects;andiv)consideractivelyemployinganumberof 

systemengineerswhowishtoreturntotheirhometownfOrpersonaland 

familyreasonsafterworkingatlargelTcompaniesinthecityfOrｓｏｍｅｔｉｍｅ． 

ThelssuesinCareerEducationandsomeObserbations（Ⅱ） 

:ASurveyofUniversityStudents，Perceptionsofthe 

Courseof“CareerDesignTheory，, 

ShinjiKⅡｍＶＩＵＲＡ 

Thecourseentitled℃areerDesignTheory,”whichwasestablishedat 

HoseiUniversityinApril2004,wasofferedsixmonthseachmthefirsｔａｎｄ 
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